
日 時：令和5年５月２4日（水） １３：００～１５：３０

場 所：中川公民館（中川コミュニティセンター）・中川排水樋管

（三重県松阪市嬉野中川町９２７番地 ）

目 的：迅速かつ適切な対応で被害を最小限に抑えるために、水質事故の正しい対策方法や

水質事故発生・対応状況に関する情報共有の重要性を習得する。

参加者：２７名（各機関職員）

三重県、独立行政法人水資源機構、四日市市、鈴鹿市、亀山市、津市、松阪市、伊勢市、

大台町、NPO神社みなとまち再生グループ、国土交通省蓮ダム管理所、三重河川国道事

務所

講 師：NPO法人自然エネルギー・環境協会

中部地方整備局中部技術事務所 環境共生課

主 催：三重四水系水質保全連絡協議会（事務局：三重河川国道事務所）

水質事故対策訓練を実施しました

～水質事故対策訓練の様子（説明及び実演）～

ガソリン、灯油、軽油、A重油、サラダ
油の判別（色／臭い）

オイルフェンスは、川幅や流速に
合わせて選択

ジオラマを使って、交通
事故時の油漏れ処理対
応を学習

オイルフェンスの連結方法

水路の油類拡散防止対応

油種の判別訓練

交通事故時の油流出事故対応

油処理剤、中和剤
は使用しない。



（事務局より）

水質事故の原因で特に多いのが油類の流出事故です。中でも例年交通事故に伴うものが多く発生し

ており、路面に流れ出た油は吸着剤を用い、水路への流出を防止することが重要です。

また、水路や河川に流出した油は拡散防止を最優先で行うとともに、油の種類に応じた対応が必要

です。原因がわからない場合は、簡易水質検査や電気伝導度計測から異状の有無・原因を突き止める

ことも可能です。

水質事故対応においては、迅速かつ適切な対応が被害の拡大を防ぎます。そのためには様々な知識

とともに日ごろからの事前準備が必要です。

次項に、今回の訓練に参加された方々の声を紹介させていただきます。

（事務局）

ロープ結びの実践 オイルフェンスの展張実践

簡易水質検査（電気伝導度計）の実践 簡易水質検査（パックテスト）の実践

色の変化で水質を判定し、原因物質特
定の一助とします

塩分濃度を確認し
ます

測定後は、水で洗っ
てください

皆で協力して実施しました！もやい結びの練習を
しました




	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3

